甲立古墳(仮称)の概要
これまでの経過　

　平成２０年1月、柳ヶ城跡のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(くるわ),郭)といわれていた部分が前方後円墳ではないかとの指摘を受け、市教委で2月に現地踏査したところ前方後円墳と確認。重要遺跡とみられることから市教委で協議した結果、今後市史跡への指定を視野に手続きを進めて行くこととした。平成２１年２月から広島大学考古学研修室（古瀬清秀教授）に依頼し、古墳の墳丘測量を行った。
古墳の概要
墳丘　　　尾根上を前方後円形に削りだし、さらに盛土により造成し、後円部に埋葬施設を造る。東半分の斜面部は２段EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ちく),築)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せい),成)とし、斜面にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふき),葺)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いし),石)を施す。葺石は斜面全体に施されているとみられる。
規模　　　全長７５ｍ（推定）　後円部上面平坦部の径約15m前後、
後円部の高さ約５m(前方部との高低差)
時期　　　4世紀後半
採集遺物　円筒EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はにわ),埴輪)片(朝顔形含む)・不明形埴輪片・船形埴輪？
保存状況　後円部の一部に削平がみられるが他は埋葬施設・墳丘盛土・葺石など大きな流失などは現況では見られない。
古墳の歴史的所見について
　本古墳を実見・測量を行った広島大学・古瀬清秀教授による歴史的な所見は以下のとおりである。

古墳の時期は、出土遺物(円筒埴輪)からみて4世紀後半頃と考えられ、県内の前方後円墳の時期としては、県内最古級の神石高原町のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たつ),辰)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(くち),口)古墳(全長77ｍ・４世紀後半)と同じ頃とみられる。
規模としては、県内ではEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(み),三)ッEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じょう),城)古墳(東広島市：全長92ｍ)が最大で、次が辰の口古墳（全長77ｍ）であり、本古墳は県内第３位となる。辰の口古墳は、備後国内域であるが、吉備古墳文化圏の中での位置付けがなされており、庄原・三次市を含め、備後南部の古墳文化とは時期・地域的連続性は否定的である。一方安芸国範囲では三ッ城古墳が5世紀中葉で、備後を含め県下最大規模の古墳である。本古墳はそれより約半世紀遡る時期のものであって、その時点では安芸国範囲での最大規模の古墳となる。最大規模の古墳とは、それが権力の反映と考えられるため、4世紀後半での安芸地方最大の首長墓ということができる。この地域に存在することは、当時の吉備勢力と出雲地域の中間地点にあるという、政治的動向と関連することも考えられる。これらのことから本古墳は県内を代表する前方後円墳であり、保存状況も極めて良く、広島県における古墳時代の歴史解明において最重要な古墳と評価される。
